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9
そに

2016
（平成28年）

楽しかった「カヌー教室」
　８月８日（月）・９日（火）の両日、
大阪府堺市美原Ｂ＆Ｇ海洋センターの
ご協力により、村内小学生高学年を対
象に曽爾Ｂ＆Ｇ海洋センター・プール
において「カヌー教室」が開催されま
した。
　参加した子どもたちは、カヌーの操
作方法を教えていただくとすぐに上達
し、レースやゲームをとおして楽しく学
ぶことができました。
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去
る
８
月
14
日
（
日
）「
ぬ
る
べ
の
郷
夏
ま
つ
り
」
を
開
催

し
、
村
民
の
方
を
は
じ
め
久
々
に
帰
省
さ
れ
た
方
、
た
く
さ

ん
の
観
光
客
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

突
然
の
豪
雨
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
、
出
演
を

予
定
し
て
下
さ
っ
た
園
児
や
中
学
生
、
和
太
鼓
ぬ
る
べ
、
香

落
音
頭
保
存
会
、
ｎａｎａ
＇ｓ
バ
ン
ド
の
皆
さ
ま
に
は
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
ぬ
る
べ
の
郷
夏
ま
つ
り
」
を
楽
し
み
に
故

郷
に
帰
省
し
て
い
た
だ
け
る
事
を
め
ざ
し
て
開
催
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

第21回曽爾村ぬるべの郷夏まつり

　
第
３
回
曽
爾
村
議
会
定
例
会
の
開
催
日
が

決
ま
り
ま
し
た
。

○
本
会
議

　
９
月
８
日
（
木
）　
午
前
９
時
30
分
開
会

　
９
月
16
日
（
金
）　
午
前
９
時
30
分
開
会

○
常
任
委
員
会

　
９
月
12
日
（
月
）　
午
前
９
時
30
分
開
会

　
本
会
議
や
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
は

一
般
に
公
開
さ
れ
、
個
人
で
も
団
体
で
も
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
、
議
会
活
動

に
触
れ
る
最
も
身
近
な
方
法
で
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
自
分
の
選
ん
だ
議
員
の
活
動
や
村
政

の
方
針
な
ど
を
実
地
に
見
聞
で
き
る
議
会
の

傍
聴
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
会
議
当
日
に
議
場

傍
聴
席
入
り
口
に
あ
る
傍
聴
人
受
付
簿
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

議
会
だ
よ
り
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
！

　
８
月
23
日
（
火
）
曽
爾
村
ケ
ア
ハ
ウ
ス
恒

例
の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入
居
者

の
方
々
を
は
じ
め
約
60
名
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
民
謡
や
三
味
線
・
カ
ラ
オ
ケ
、
盆
踊

り
と
終
始
笑
顔
で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

曽
爾
村
ケ
ア
ハ
ウ
ス

「
な
つ
ま
つ
り
」

＊ 

名
　
　
前
　
林
　
宙（
は
や
し
ひ
ろ
し
）

＊ 

年
　
　
齢
　
28
歳

＊ 

現
居
住
地
　
山
粕

＊ 

前
居
住
地
　
奈
良
県
奈
良
市

＊ 

所
　
　
属
　
森
林
組
合

　
山
に
関
わ
れ
て
、自
然
環
境
保
護
に
繋
が
る
よ

う
な
仕
事
が
し
た
く
て
曽
爾
村
に
来
ま
し
た
。

　

森
林
組
合
で
は
、測
量・集
材・即
売
会
関
連

業
務
、購
買
業
務
、刈
払
機
の
刃・チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
刃
の
目
立
て
等
々
様
々
な
仕
事
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

曽
爾
に
来
る
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
よ

う
な
こ
と
ば
か
り
で
、や
っ
と
刈
払
機
の
刃
の
目

立
て
だ
け
は
自
信
を
持
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、全
て
勉
強
中
で
す
。

　
林
業
に
関
わ
る
方
が
色
々
な
意
味
で
安
心
し

て
仕
事
が
で
き
、林
業
に
関
わ
ら
な
い
方
に
も
山

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
曽
爾

村
と
林
業
が
再
び
活
気
付
く
こ
と
を
目
指
し
て

皆
様
と
共
に
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
８
月
９
日
（
火
）
曽
爾
村
す
す
き
作
業
所

の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
利
用
者
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
、
カ
ラ
オ
ケ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・

ス
イ
カ
割
り
等
を
楽
し
み
、
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 曽

爾
村
す
す
き
作
業
所

「
な
つ
ま
つ
り
」
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プ
ー
ル
遊
び
や
ど
ろ
ん
こ
遊
び
で
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
子
ど
も
た
ち
。
各
年

齢
に
応
じ
て
の
プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
７
月
28
日
（
木
）
に
老
人
会
の
方
々
を
保
育
園
に
お
招
き
し
ま
し
た
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
あ
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
教
わ
っ
て
作
っ
た
野
菜
は
、
「
き
ら
き
ら
畑
」
で

す
く
す
く
と
大
き
く
な
り
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
を
つ
か
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
は
格
別
で
、
た
く
さ
ん
お
か
わ
り
を
す
る
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。
お
礼
に
和
太

鼓
の
演
奏
も
聴
い
て
頂
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

気持ちいい～♪

にんじんの皮を剥いたよ

水につけてもへっちゃらだよ

野菜たっぷりカレー最高!!

Ｂ＆Ｇのプールにて☆

「おじいちゃん、おいしいですか？？」

泥の感触ひんやりするよ☆

お礼の和太鼓演奏☆

☆ プール遊び・どろんこ遊び ☆

☆育てた野菜をつかってのカレーパーティー☆
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一
般
社
団
法
人
曽
爾
村
農
林
業
公
社
は
７

月
27
日
、
曽
爾
村
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、
曽
爾

産
野
菜
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
販
売
に
関
す
る

説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。
今
春
か
ら
、
「
テ

ロ
ワ
ー
ル
」
と
い
う
奈
良
市
内
の
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
８
名
か
ら
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
団
体
が
曽

爾
の
野
菜
を
隔
週
で
購
入
し
て
い
ま
す
が
、

曽
爾
の
野
菜
の
品
質
に
対
す
る
シ
ェ
フ
の
評

価
は
高
く
、
取
り

組
み
を
軌
道
に
乗

せ
る
た
め
、
会
議

で
周
知
を
図
り
ま

し
た
。

　

説
明
会
で
は
、

「
ビ
ス
ト
ロ
ル

ノ
ー
ル
」
の
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
で
あ

る
北
田
浩
久
さ
ん

か
ら
、
曽
爾
の
野

菜
を
使
っ
た
料
理

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹

介
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
出
荷
し
て
も
ら
え

る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
生
産
者
か
ら

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
の
野
菜
を
出
す
に
あ

た
り
、
品
種
に
頼
っ
た
こ
だ
わ
り
だ
け
で
な

く
、
野
菜
の
特
性
や
曽
爾
村
の
風
土
・
気
候

を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
野
菜
作
り
、
食

べ
方
を
提
案
で
き
る
野
菜
作
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
林
業
公
社
で
は
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
な
ど
使

い
手
と
の
対
話
を
通
し
、
新
し
い
流
通
方
法

を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
テ
ロ
ワ
ー
ル
へ
の
野
菜
の
出
荷
は
第
２
・

第
４
木
曜
日
。
ト
ラ
ッ
ク
便
は
午
後
３
時
頃

に
曽
爾
村
を
出
発
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
レ

ス
ト
ラ
ン
に
食
材
を
届
け
ま
す
。
出
荷
方
法

や
流
通
の
詳
し
い
仕
組
み
は
農
林
業
公
社
ま

た
は
企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
農
林
業
公
社
・
企
画
課

  

☎
９
４-

２
１
０
１

曽
爾
産
野
菜
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の

　
　
　
　
販
売
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

曽爾の野菜を使ったフランス料理

料理が提供されている「ビストロルノール」の店内風景

会議の様子
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曽
爾
米
ブ
ラ
ン
ド
化
協
議
会
の
役
員
一
行

は
28
日
、
29
日
の
２
日
間
、
山
形
県
高
畠
町

を
訪
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
米
の
試
験
栽
培
の
指
導

役
で
あ
る
上
和
田
有
機
米
生
産
組
合
の
遠
藤

五
一
組
合
長
の
栽
培
田
や
施
設
等
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
有
機
や
減
農
薬
で
栽
培
し
て
い
る
遠
藤
氏

の
米
の
水
田
で
は
、
生
育
状
況
を
見
学
し
た

り
、
管
理
上
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞

き
ま
し
た
。
施
設
で
は
、
遠
藤
氏
が
良
食
味

米
と
し
て
商
品
化
す
る
際
に
使
用
し
て
い
る

精
米
機
や
色
彩
選
別
機
な
ど
を
見
学
。
曽
爾

村
で
の
応
用
が
で
き
な
い
か
、
協
議
し
ま
し

た
。

　

ま
た
一
行
は
、
同
町
内
に
あ
る
ジ
ュ
ー

ス
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
・
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工

会
社
「
セ
ゾ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
も
視
察
し

ま
し
た
。
同
社
は
、
伊
勢
丹
、
松
阪
屋
な
ど

有
名
百
貨
店
の
デ
パ
地
下
に
販
売
店
舗
を
構

え
る
成
長
企
業
で
す
。
視
察
で
は
、
産
地
の

取
引
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や
、
付
加
価

値
を
つ
け
て
販
売
す
る
た
め
の
戦
略
な
ど
、

曽
爾
村
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
つ
な

が
る
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課

　
☎
９
４-

２
１
０
１

　
７
月
26
日
～
28
日
、
塩
井
地
域
で
「
漆
部

郷
」
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
、
漆
を
中
心
と
し

た
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り

事
業
を
展
開
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

日
本
唯
一
の
漆
搔
き
用
具
鍛
治
師
が
在
住
さ

れ
て
い
る
青
森
県
田
子
町
と
国
内
産
漆
の
生

産
約
７
割
を
占
め
る
「
漆
」
の
町
、
岩
手
県

二
戸
市
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
芝
田
村
長
、
塩
井
の
住
民
代
表
な
ど
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

■ 

青
森
県
田
子
町

　
田
子
町
在
住
で
漆
搔
き
用
具
鍛
冶
職
人
、

中
畑
文
利
（
な
か
は
た
ふ
み
と
し
）
さ
ん
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。
中
畑
さ
ん
は
、
先
代
の

視 察
曽
爾
米
ブ
ラ
ン
ド
化
協
議
会
で
山
形
県
高
畠
町
に
先
進
地
視
察

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
先
進
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
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鍛
治
屋
を
引
継
ぎ
、
様
々
な
鍛
治
道
具
を

作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
漆
カ
ン
ナ
や

漆
カ
マ
な
ど
の
専
用
の
漆
搔
き
道
具
を
作
る

職
人
は
国
内
で
も
中
畑
さ
ん1

人
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
本
人
も
高
齢
で
病
気
が
ち

で
あ
る
た
め
、
弟
子
の
田
子
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
新
岡
さ
ん
に
そ
の
技
術
と
育
成
に

力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。
中
畑
さ
ん
に
は
漆

搔
き
道
具
の
使
い
方
と
、
道
具
の
発
注
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

■ 

岩
手
県
二
戸
市

  

二
戸
市
浄
法
寺
（
じ
ょ
う
ぼ
う
じ
）
町

は
、
「
浄
法
寺
漆
」
と
し
て
、
国
内
漆
生
産

の
約
７
割
を
占
め
る
全
国
で
も
有
名
な
町
で

す
。
市
長
室
で
藤
原
市
長
と
面
会
さ
せ
て
頂

き
、
二
戸
市
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
二
戸
市
で
は
４
月
よ
り
新
た
に
「
漆
産

業
課
」
を
設
け
、
市
を
上
げ
て
漆
振
興
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
会
議
室
で

は
、
漆
産
業
課
の
担
当
職
員
よ
り
浄
法
寺
漆

に
つ
い
て
生
産
量
や
漆
の
木
の
植
樹
、
育

成
、
漆
搔
き
職
人
の

事
な
ど
、
資
料
を
交

え
な
が
ら
詳
細
な
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

二
戸
市
浄
法
寺
町

に
移
動
し
、
浄
法
寺

歴
史
民
俗
資
料
館
の

中
村
調
査
員
よ
り
浄

法
寺
漆
の
歴
史
に
つ

い
て
、
ご
教
授
い
た

だ
き
ま
し
た
。
浄
法

寺
の
漆
器
や
漆
芸
品

を
展
示
販
売
し
て

い
る
施
設
「
滴
生
舎
（
て
き
せ
い
し
ゃ
）
」

で
は
、
職
員
よ
り
漆
の
搔
き
方
、
道
具
の
使

い
方
、
生
漆
の
保
存
の
仕
方
を
教
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
滴
生
舎
は
工
房
の
体
験
教
室
も
兼

ね
て
お
り
、
実
際
に
塗
師
が
器
に
漆
を
塗
る

様
子
を
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
二
戸
市
で
は
、
現
在
約
18
万
本
の
漆
の
原

木
が
１
０
０
ha
の
畑
に
生
育
さ
れ
て
お
り
、

採
取
可
能
の
漆
は
４
万
本
、
育
成
中
の
漆
は

14
万
本
あ
る
そ
う
で
す
。
１
人
の
漆
搔
き
職

人
が
１
年
間
に
必
要
と
す
る
漆
の
木
は
約

４
０
０
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
漆
畑

で
の
植
栽
地
の
見
学
や
文
化
庁
管
理
の
「
ふ

る
さ
と
文
化
財
の
森
」
で
二
戸
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
長
島
さ
ん
の
漆
搔
き
を
見
せ
て

頂
き
、
数
少
な
い
漆
に
携
わ
る
後
継
者
の
育

成
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
貴
重
な
視
察
内
容
を
持
ち
帰
り
、
曽

爾
村
で
は
、
漆
塗
り
発
祥
の
地
「
漆
部
郷

（
ぬ
る
べ
の
さ
と
）
」
を
復
活
さ
せ
る
た

め
、
漆
を
根
付
か
せ
、
産
業
化
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課

  

☎
９
４-

２
１
０
１

視 察
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区　分

26年度
（注）人件費には、議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、共済費等を含みます。

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。　２．職員数は平成26年4月1日現在です。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務
　　　している場合は、採用後の年数をいうものです。
　　  「－」は該当する職員がいません。

住民基本台帳人口
（27年1月1日）
1,637人

歳出額（A）

1,987,990千円

実質収支額

111,570千円

人件費（B）

383,551千円

人件費率
（B/A）
19.3％

（参考）25年度
人件費率
14.5％

　職員の給与について広く村民のみなさんに知っていただき、ご理解を得るために次のとおり概要版を
公表します。
▼人件費の状況（普通会計決算）

区　分

26年度

職員数
(A)
39人

給　　　　与　　　　費
職員手当
20,232千円

給　　料
132,999千円

計(B)
202,149千円

期末・勤勉手当
48,918千円

1人当たりの給与費
(B/A)

5,183千円

区　分

曽爾村
国

一般行政職
平均年齢
41.0歳
43.5歳

平均給料月額
298,233円
334,283円

▼職員給与費の状況（普通会計決算）

区　　分
標準的な職務内容

職員数
構成比

５級
課　　長
6人
19.4％

４級
課長補佐
9人
29.0％

３級
主　　任
9人
29.0％

２級
主　　事
6人
19.4％

１級
主 事 補
1人
3.2％

▼一般行政職の級別職員数 (平成27年4月1日現在)

区分 曽　　　爾　　　村
支給月

区　分
扶養手当

住居手当
通勤手当

内　　　容  （月額）
配偶者　　　　　 13,000円
扶養親族1人につき　6,500円

（配偶者なしの場合、
1人目は11,000円）

(満16～22歳の間にある子
1人につき5,000円加算)
借家　　上限27,000円
交通機関利用 上限55,000円
自家用車使用
（2km未満）未支給
（2km以上）距離により
　　　 2,000円～31,600円

期末手当 勤勉手当 同　じ

役職加算
5～20％

役職加算
5～10％

定年前早期退職特例措置
2～45％加算

同　じ

同　じ

6月12月 2.60月分 1.50月分

支給率 自己都合 応募認定･定年
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

20.445月分
29.145月分
41.325月分
49.590月分

26.55625月分
34.5825  月分
49.590    月分
49.590    月分

国
▼職員の手当の状況 (平成27年4月1日現在)

▼職員の平均給料月額及び平均年齢 (平成27年4月1日現在)

区　　　分

一般行政職
大学卒
高校卒

曽爾村

174,200円
142,100円

国

同じ
同じ

▼職員の初任給の状況 (平成27年4月1日現在)

区　　　分

一般行政職
大学卒
高校卒

経験年数
10年まで
222,000円
　　　  －円

経験年数
20年まで
310,200円
293,400円

経験年数
30年まで
379,000円
354,900円

▼職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (平成27年4月1日現在)
区　　　分

給 

料

勤
勉
手
当

期
末
手
当

退
職
手
当

報 

酬

村　長
副村長
議　長
副議長
議　員

612,000円
522,000円
210,000円
166,000円
158,000円

期末手当

支給割合
3.10月分

役職加算 20％

▼特別職の報酬等の状況 (平成27年4月1日現在)

曽爾村職員の給与を公表します
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奥大和ゆうゆう祭2016

 １日（土）
　大和高原、金剛葛城山麓、吉野川のほとり、奥大和のそれぞれの地で醸造された美味しい銘酒が集合。
手作り行灯のやさしい灯りにつつまれた上市伊勢街道で、音楽を聴きながらお酒の飲み比べや酒の肴コン
テストなど、一夜限りの町灯りバーを楽しめます。

 ２日（日）
○奥大和うまいもん市
　約50店舗もの奥大和の美味しいソウルフードが大集結。郷土料理やご当地スイーツをはじめ、ジビエ
料理も出店します。
○奥大和ものづくり体験
　紙すき体験や箸づくり体験、木工体験など、奥大和ならではのものづくりを気軽に体験していただき、
オンリーワンの特別なお土産をお持ち帰りいただけます。
○吉野の魅力体験ツアー
　知られざる吉野の魅力を地元ガイドがご案内します。
（事前申込制）

・伊勢街道の歴史と酒蔵見学コース（大和上市駅ス
タート）
・吉野貯木製材所巡りコース（吉野神宮駅スタート）

○ステージ
　音楽をはじめ楽しいステージ盛りだくさん！

・和太鼓　直央流　鼓響
・十津川踊り隊～BON娘～
・チェーンソーアート実演
・ご当地キャラＰＲ＆撮影会
・横田美穂（フルート）
・さくまひでき（歌手）
・動物戦隊ジュウオウジャー
・奈良県警音楽隊

○わくわく広場
　お子様向けのふわふわ遊具やバルーンアート等も実施
します。とびきり楽しい一日をお楽しみください。

10月1日（土）　16時～20時（前夜祭）
	 2日（日）　10時～16時

１日 ： 上市伊勢街道（吉野町中央公民館周辺）
２日 ： 吉野木材協同組合連合会市場および吉野小学校

内 容

日 時

会 場

奥大和ゆうゆう祭2016
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日
時　
９
月
25
日
（
日
）　
13
時
30

分
か
ら
15
時
30
分
ま
で(
受
付
12

時
30
分
か
ら
）

場
所　
曽
爾
村
健
民
運
動
場
（
曽
爾

村
今
井
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
曽
爾
中
学
校

体
育
館
（
曽
爾
村
小
長
尾
）

締
切　
９
月
20
日
（
火
）（
定
員
60

名
程
度
）

参
加
対
象
者　
圏
域
内
（
桜
井
市
・

宇
陀
市
・
曽
爾
村
・
御
杖
村
）
に

住
所
を
有
す
る
４
歳
～
中
学
生

の
方
（
サ
ッ
カ
ー
未
経
験
者
や
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
費　
無　
料

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
に

て
、
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
サ
ッ

カ
ー
教
室
ま
で
。

　
　
参
加
申
込
書
及
び
参
加
承
諾
書

は
、
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
Ｈ
Ｐ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

※
詳
し
く
は
、

　
〒
６
３
３-

０
１
１
２

　
桜
井
市
大
字
初
瀬
１
６
２
６-

１

　
桜
井
宇
陀
広
域
連
合　
サ
ッ
カ
ー

教
室
係
へ

　
☎
０
７
４
４-

４
７-

７
０
７
７

実
施
期
間　
９
月
21
日（
水
）か
ら
30

日（
金
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
交
通
事
故
の
な
い

　
　
　
や
す
ら
ぎ
の
　
大
和
づ
く
り

　
～
大
和
の
交
通
マ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
よ
う
～

運
動
の
基
本　
子
供
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止

運
動
の
重
点
　
①
夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
歩
行
中・自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止（
特
に
、反
射
材
用
品

等
の
着
用
の
推
進
及
び
自
転
車
前

照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）②
後
部
座

席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベル
ト
と
チャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底
③
飲
酒
運
転
の
根

絶
④
二
輪
車・原
付
車
の
交
通
事

故
防
止（
奈
良
県
重
点
）

　
村
民一人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識

を
高
め
て
ル
ー
ル
を
守
り
、交
通
事
故

の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
患
者
等
搬
送
事
業
所
に
従
事
す
る

乗
務
員
の
方
に
必
要
な
応
急
手
当
に

関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
目

的
と
し
た「
患
者
等
搬
送
乗
務
員
基

礎
講
習
」と
、そ
の
知
識
及
び
技
能
を

適
正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
患
者
等
搬
送
乗
務
員
定
期

講
習
」を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

基
礎
講
習（
２
日
間
の
受
講
が
必
要
）

日
時　
11
月
５
日
・
11
月
６
日

　
９
時
～
17
時　
２
日
間

場
所　
奈
良
県
消
防
学
校

　
宇
陀
市
榛
原
下
井
足
１
７
―
２

※
は
じ
め
て
受
講
さ
れ
る
方
、
ま

た
は
資
格
期
限
切
れ
の
方

定
期
講
習（
両
日
と
も
定
員
５
０
名
）

①
日
時　
11
月
10
日　
９
時
～
12
時

　
場
所　
か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

　
　
橿
原
市
東
竹
田
町
２
２
４-

１

②
日
時　
11
月
11
日　
13
時
30
分
～

16
時
30
分

　
場
所　
奈
良
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
奈
良
市
八
条
５
丁
目
４
０
４-

１

※
平
成
26
年
度
以
降
に
基
礎
講
習
又

は
定
期
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方

が
対
象
。
２
年
以
内
に
１
回
以
上

受
講
す
る
こ
と
で
資
格
は
継
続

さ
れ
ま
す
。

※
期
限
切
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
10
月
３
日
～
10
月
19
日

ま
で　
平
日
８
時
30
分
～
17
時

　
会
場
の
都
合
上
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

対
象
者
お
よ
び
費
用

①
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

の
認
定
を
受
け
て
い
る
患
者
等

搬
送
事
業
所
の
従
業
員

②
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

に
患
者
等
搬
送
事
業
所
と
し
て

の
認
定
申
請
を
予
定
し
て
い
る

方
及
び
そ
の
従
業
員

③
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

申
込
方
法

・
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
脱

帽
、
正
面
、
上
半
身
の
写
真

（
横
２
．
５
㎝
×
縦
３
㎝
）
を

２
枚
持
参
下
さ
い
。

・
最
寄
り
の
消
防
署
（
奈
良
市
、
生

駒
市
を
除
く
）
で
申
し
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合　

宇
陀

消
防
署　

☎
０
７
４
５-

８
２-

３
１
９
９

平
成
28
年 

秋
の
交

通
安
全
県
民
運
動

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ（
ｔｏ
ｔｏ
）助
成
事
業・

桜
井
宇
陀
広
域
連
合
サ
ッ
カ
ー
教
室
の
開
催

に
つ
い
て(
曽
爾
会
場)

患
者
等
搬
送
乗
務
員

基
礎
講
習
及
び
定
期

講
習
の
ご
案
内
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奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
で

は
、
障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生
徒
、

そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
や
療

育
・
教
育
につ
い
て
の
教
育
相
談
並
び

に
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

［
教
育
相
談
］

〈小
学
部
〉

実
施
日　
毎
週
火
曜
日
・
水
曜
日

（
10
時
～
11
時
30
分
）、月
曜
日・

金
曜
日
（
13
時
30
分
～
15
時
）

〈中
学
部
〉

実
施
日　
毎
週
火
曜
日・木
曜
日・

金
曜
日
（
９
時
40
分
～
12
時
）

〈高
等
部
〉

個
別
に
随
時
実
施
（
９
時
40
分
～

11
時
40
分
）

※
他
の
曜
日
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［
体
験
学
習
］

〈小
学
部
〉

実
施
日　
10
月
21
日
（
金
）

対
象　
来
年
度
就
学
幼
児

※
当
日
、
参
加
で
き
な
い
場
合
は

個
別
に
実
施
し
ま
す
。

〈中
学
部
〉

実
施
日　
火
曜
日
・
木
曜
日
・
金

曜
日　
個
別
に
随
時
実
施

〈高
等
部
〉

　
個
別
に
随
時
実
施

※
い
ず
れ
も
、
電
話
で
の
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校

奈
良
県
天
理
市
庵
治
町
３
５
８-

１

☎
０
７
４
３-

６
４-

３
０
８
１

　
（
窓
口　
各
部
主
事
）

　
警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
安
全
と
安

心
に
関
す
る
相
談
を

２４
時
間
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
不
安
な
こ
と
や
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
不
急
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
１
１
０
番
で
は
な
く
、
♯

９
１
１
０
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ナ
ポ
く
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー

警
察
本
部
相
談
電
話

プ
ッ
シ
ュ
回
線　
♯
９
１
１
０

ダ
イ
ヤ
ル
回
線

　
０
７
４
２
（
２
３
）
１
１
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
回
線

　
０
７
４
２
（
２
４
）
０
８
７
４

桜
井
警
察
署
相
談
電
話

　
☎
０
７
４
４
（
４
６
）
０
１
１
０

　
　
（
内
線
２
１
６
）
も
し
く
は

　
☎
０
７
４
５
（
８
２
）
０
１
１
０

　
　
（
内
線
２
２
０
）

　
聴
覚
障
害
者
等
の
皆
様
の
通
報
手

段
と
し
て
、携
帯
端
末
か
ら
通
報
を
可

能
に
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
９
の
説
明・登
録
会
を
下
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
参
加
し
て

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
登
録
会
】

日
時
　
９
月
24
日（
土
）

第
１
回　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

（
午
前
10
時
に
集
合
）

第
２
回　
午
後
２
時
～
午
後
５
時（
午

後
２
時
に
集
合
）

開
催
場
所
　
奈
良
県
宇
陀
市
榛
原
萩

原
１
２
３
０
番
地　
宇
陀
消
防
署

説
明・登
録
会
の
ま
え
に
、ご
確
認
い

た
だ
く
こ
と

□web119.info　
ド
メ
イ
ン
を
利

用
可
能
な
状
態
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。※
詳
細
な
設
定
方
法
等

は
、各
携
帯
電
話
会
社
の
店
舗
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□
メ
ー
ル
設
定
用
の
暗
証
番
号（
パ
ス

ワ
ー
ド
）

当
日
、お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
　
本

サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る
携
帯
電
話・

スマ
ー
ト
フォン

申
込
方
法　
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

氏
名
、住
所
、午
前（
第
１
回
）若
し

く
は
午
後（
第
２
回
）を
ご
記
入
の

上
、下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
の
Ｆ
Ａ

Ｘ
若
し
く
は
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
下

さ
い
。申
込
書
等
を
返
信
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
送
信
い
た
だ
き
受
付
と

い
た
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、参
加
者
多
数
等（
１
回
に

約
30
名
）で
、ご
希
望
に
添
え
な
い

場
合
は
、連
絡
い
た
だ
い
た
Ｆ
Ａ
Ｘ

若
し
く
は
メ
ー
ル
に
て
、ご
連
絡
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切　
９
月
14
日（
土
）

お
問
い
合
わ
せ　
奈
良
県
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部　

警
防
部　

通

信
指
令
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
４-

２
６-

０
１
１
５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
４
４-

４
６-

９
１
７
５

　
Ｅ-

Ｍａ
ｉ
ｌ　
ｔｓｕｓ
ｈ
ｉｎ
＠ｎ

ａｒａ
ｋｓ
ｋ
１
１
９
．ｊ
ｐ

奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
の
教
育
相
談

並
び
に
体
験
学
習
に
つ
い
て

９
月
11
日
は

「
警
察
相
談
の
日
」

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９

説
明
・
登
録
会
開
催
日
時
の
ご
案
内
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　皆さんの周りで高齢者や障害者に対する差別，いやがら
せ，虐待などの人権侵害が起きているのでは…と思うことは
ありませんか？
　法務省の人権擁護機関では，一人一人の人権が尊重され，
高齢者や障害者の皆さんが毎日安心して暮らすことができる
よう，高齢者及び障害者の人権に関わる様々なご相談をお受
けします。相談は無料で秘密厳守ですので，お気軽にご利用
ください。

日時　9月5日（月）から9月11日（日）
　　　・9月5日（月）から9月9日（金）
　　　　午前８時30分から午後７時まで
　　　・9月10日（土）・9月11日（日）
　　　　午前10時から午後５時まで

全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」電話番号

☎0570-003-110
※電話をおかけになった場所の最寄りの法務局・地方法務局

につながります。
※携帯電話・PHS使用可、IP電話使用不可
相談員　人権擁護委員及び法務局職員
お問い合わせ  奈良地方法務局人権擁護課
　　　　　　  ☎0742-23-5457

　
結
核
は
、結
核
菌
が
体
の
中
に
入
り
増
え
る
こ
と
で
起
こ
る
感
染
症
で
す
。

空
気
感
染
に
よ
り
人
か
ら
人
に
伝
染
し
ま
す
が
、感
染
し
て
も
必
ず
発
病
す

る
わ
け
で
な
く
、何
十
年
も
経
って
か
ら
発
病
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。医
学

の
進
歩
に
よ
り
患
者
数
は
激
減
し
ま
し
た
が
、未
だ
に
年
間
２
万
人
以
上
の

方
が
結
核
を
発
病
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
呼
吸
器
に
症
状
の
出
る
肺
結
核
と
、そ
れ
以
外
の
臓
器
が
侵
さ
れ
る

肺
外
結
核
に
分
類
さ
れ
、日
本
で
は
肺
結
核
が
８
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
肺
結
核
の
初
期
症
状
は
カ
ゼ
に
似
て
お
り
、咳
や
痰
、全
身
の
だ
る
さ
、微

熱
な
ど
の
症
状
が
長
く
続
く
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
結
核
の
発
病
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、レ
ン
ト
ゲ
ン
や
喀か

く
た
ん痰
検
査
が
行
わ
れ

ま
す
。ま
た
、結
核
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べる
方
法
に
ツ
ベル
ク
リ

ン
反
応
が
あ
り
ま
す
が
、最
近
で
は
血
液
を
使
って
よ
り
正
確
に
診
断
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
結
核
と
診
断
さ
れ
た
ら
、数
種
類
の
お
薬
を
併
用
し
て
治
療
し
ま
す
。治

療
期
間
は
年
齢
や
病
状
に
よって
前
後
し
ま
す
が
、６
～
９
ヶ
月
が一般
的
で

す
。痰
の
中
に
結
核
菌
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、他
人
に
う
つ
す
心
配
が
な
く
な

る
ま
で
の
間
、入
院
し
て
治
療
を
受
け
る
の
が
原
則
で
す
。適
切
に
治
療
す
れ

ば
ほ
と
ん
ど
治
り
ま
す
が
、指
示
通
り
薬
を
服
用
し
な
かった
り
、途
中
で
治

療
を
中
断
し
て
し
まっ
た
場
合
は
治
り
に
く
く
な
り
、長
期
の
入
院
が
必
要

と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。医
師
の
指
示
に
従
って
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。

　
初
期
の
結
核
は
特
徴
的
な
症
状
に
乏
し
く
、発
見
が
遅
れ
て
集
団
発
生
を

引
き
起
こ
し
、社
会
問
題
と
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
報
告
さ
れ
ま
す
。２
週
間

以
上
咳
、痰
が
続
く
よ
う
な
ら
必
ず
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

人権に関わるご相談をお受けします

今
月
の
健
康
メ
モ

〔
結
核　
―
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
―
〕
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日
時　
10
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

会
場　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
大
和
郡
山　

２
階　
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

相
談
対
応　
法
務
局
職
員
、弁
護
士
、

公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容　
登
記
相
談
、
戸
籍
・
成

年
後
見・国
籍
相
談
、
供
託
相
談
、

人
権
相
談
、
遺
言
・
後
見
な
ど
の

公
正
証
書
に
関
す
る
相
談
、
暮
ら

し
の
法
律
に
関
す
る
相
談

そ
の
他　
予
約
制
・
相
談
無
料
・
秘

密
厳
守

　
　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
方
を
優
先

と
し
ま
す
が
、
当
日
の
相
談
も

ブ
ー
ス
の
空
き
状
況
に
応
じ
て

お
受
け
し
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談

は
、
事
前
に
予
約
さ
れ
た
相
談
者

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予
約
受
付　
９
月
１
日
（
木
）
か
ら

９
月
30
日
（
金
）

相
談
の
予
約
・
お
問
い
合
せ

　
奈
良
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
７
４
２-

２
３-

５
５
３
４

　
　
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
案
内
→
６
番

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
４
２-

２
３-

５
５

　
　
３
３

受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
、
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
の
こ
と
で
“
た
ば
こ
病
”“
肺

の
生
活
習
慣
病
”
と
も
い
わ
れ
る
進

行
性
の
肺
疾
患
で
す
。
咳
や
痰
、
労

作
時
の
息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
現
れ

ま
す
が
自
覚
症
状
な
く
進
行
す
る
こ

と
も
多
く
、
近
年
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
患
者

数
は
増
加
傾
向
で
す
。こ
の
機
会
に
、

ご
自
身
や
ご
家
族
の
肺
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
10
月
４
日
（
火
）
13
時
～
15

時
45
分

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
（
総

合
保
健
福
祉
会
館
）
２
Ｆ
大
会

議
室
・
会
議
室
１
（
〒
６
３
６

-

０
１
４
２　
奈
良
県
生
駒
郡
斑

鳩
町
小
吉
田
１-

１
２-

３
５
）

対
象　
県
内
に
居
住
の
方

内
容

【
肺
年
齢
測
定
（
肺
機
能
測
定
）】

　
13
時
～
14
時
20
分

テ
ー
マ　

あ
な
た
の
肺
年
齢
は

い
く
つ
で
す
か
？

対
象　

現
在
喫
煙
者
お
よ
び
過

去
喫
煙
者
、
そ
の
他
健
康
面

で
気
に
な
る
方

定
員　
約
50
名（
要
予
約
申
込
み
）

測
定
者　
臨
床
検
査
技
師

【
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
予
防
講
演
会
】

　
14
時
20
分
～
15
時
45
分

テ
ー
マ　
肺
の
生
活
習
慣
病

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

講
師　

奈
良
県
立
医
科
大
学
内

科
学
第
二
講
座　

教
授　

木

村
弘
氏

定
員　
約
60
名（
要
予
約
申
込
み
）

申
込
方
法　
９
月
16
日
（
金
）
ま
で

に
、
左
記
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
込
む
。
申
込
み
の
際
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
確
認
し
、
肺
年
齢
測
定
希
望
者

に
は
喫
煙
年
数
、
１
日
喫
煙
本
数

も
確
認
す
る
。
肺
年
齢
測
定
・
講

演
会
の
定
員
を
超
え
る
場
合
は

抽
選
。
測
定
決
定
者
に
は
予
約
券

を
送
付
す
る
。

申
込
先

　
☎
０
７
４
３-

５
１-

０
１
９
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
４
３-

５
２-

６
０

　
９
５

　
奈
良
県
郡
山
保
健
所
健
康
増
進
課

　
母
子
・
健
康
推
進
係

　

８
月
の
農
業
委
員
会
に
お
い

て
、
秋
期
農
作
業
賃
金
を
下
記
の

と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
金
額
は
出
し
手
、

受
け
手
の
目
安
と
し
て
定
め
て
い

ま
す
。
実
際
の
作
業
賃
金
は
双
方

で
話
し
合
い
の
う
え
、
決
定
し
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

曽
爾
村
農
業
委

員
会（
曽
爾
村
役
場
地
域
建
設
課

内
）　
☎
９
４-

２
１
０
５

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
）予
防

講
演
会

「
全
国一斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」の

開
設
に
関
す
る
お
知
ら
せ

秋
期
農
作
業
賃
金

平成28年度秋期農作業賃金
区　　分 金　額

農作業日当
バインダー（稲刈）
ハーベスター（脱穀）
調整（もみすり）
コンバイン
（グレンタンク標準）
収穫後の耕起料

男女とも（賄いなし）
１０アール当り
１０アール当り
１kg 当り（農協基準）
１０アール当り

１０アール当り

９，０００円
１０，０００円
１０，０００円
２7円（税込）
２１，０００円

１０，０００円
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善　　意　　銀　　行
小田明志さんより
　亡父　進さんの生前のご厚情に対し金一封
大向俊文さんより
　亡妻　道子さんの生前のご厚情に対し金一封

尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございました。

謹んでお悔やみ申し上げます
7月31日　長　野　　小田　　進　さん（79歳）
8月  2日　小長尾　　大向　道子　さん（65歳）
8月11日　伊賀見　　内田千代子　さん（94歳）
8月13日　塩　井　　中村　武司　さん（92歳）
8月22日　塩　井　　中谷伊三夫　さん（85歳）

とき　9月18日㈰　※荒天の場合は延期
いたします。（予備日：9月25日㈰）

　村内全域で河川清掃を実施しますので、皆
様のご協力をお願いいたします。開始時間等
詳しくは各大字役員さんにお問い合わせくだ
さい。
　なお、荒天による延期の連絡は、当日の朝6
時30分頃、防災無線で放送いたします。
お問い合わせ　曽爾村役場　住民生活課
　☎94-2102

大字別の人口・世帯数
人口　 世帯

山　粕　199　　 95
（−1）（±0）

掛　　109　　 52
（＋1）（＋1）

長　野　179　　 80
（−2）（−1）

小長尾　125　　 52
（＋1）（＋1）

今　井　214　　 91
（＋1）（＋1）

塩　井　112　　 53
（±0）（±0）

葛　　131　　 51
（±0）（±0）

太良路　120　　 52
（±0）（±0）

伊賀見　371　  157
（±0）（±0）

（平成28年8月1日現在）

9月号
平成28年9月1日発行

（通巻539号）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊌
民　謡　月1回　　
手　芸　月1回　金
陶　芸　第4　　 ㊌
民　踊　第2・第4㊍
大正琴
　アミーゴ　月 2 回
　　　   （10:00〜）
　せせらぎ　月 2 回
　　　   （13:00〜）

みんなの広場

事  業  名 実施日 時  間 対　象　者 場所・内容等

保健推進員
第4回定例会

○場所：曽爾村役場
○内容：「生活習慣改善学習会」
　　　　講師：奥田栄養士

9月13日㈫ 19:30～21:00 保健推進員

健康いきいき
教室

○場所：振興センター
○内容：介護予防のためのスト
　レッチ、筋力トレーニング等

9月29日㈭ 13:30～15:30 平成27年度受講生

ほけん事業予定表（9月）

開館日　月〜金曜日（祝祭日は休館）
　　　　　…8時30分時〜17時15分
　　　　毎週土曜日…13時〜17時
☆平日、図書室に職員がいませんので、教育

委員会事務局までお越しください。

☆おはなし会
　日時　9月8日㈭　10時～11時
　場所　曽爾保育園

図 書 室 だ よ りふれあいサロンの開催について

村内一斉河川清掃

日時　9月7日㈬　13時～15時まで
場所　曽爾ふれあいセンター（曽爾村大字山粕）
内容　不思議なマッチ箱作り
持ち物　はさみ、のり
※何かわからない事がありましたら（電話94-

2731）ふれあいセンター新山まで連絡下さ
い。（月・水・金曜日午前中のみ）

日時　９月17日（土）　午前９時より（雨天順延）
場所　曽爾村立曽爾中学校（曽爾中学校周辺に

駐車場があります。）
テーマ
＊合同テーマ
　「思いを一つに　燃えろ　そにっこ」
＊小学校テーマ
　「心を１つに 勝利のために　走れ そにっ子」
＊中学校テーマ
　「全員で　勝利と絆を　つかみ取れ！」
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第10回曽爾小中学校合同体育大会のご案内

人口1,561人
（±0）

男　735人
（＋1）

女　826人
（−1）

世帯数683世帯
（+2）

（平成28年8月1日現在）


